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発表要旨：
伊豆諸島の三宅島は近世には流刑地となったが、天保年間
に江戸近郊で教化活動を行った井上正鐡（1790～1849）も
遠島に処せられて、約五年半の活動の後にその地で没した。
本発表では、井上正鐡の活動の概要を述べたうえで、三宅
島における活動について島民の浅沼元右衛門による『三宅
島年代見聞記』の記述を参照しながら見ていきたい。特に、
八丈島へ遠島途中の梅辻規清（1798～1861）との交流につ
いては言及したい。

参加希望の方は、2月19日（日）までに以下のフォームから申し込みを
お願いします。締切後、ご回答頂いたメールアドレスに、研究会の
Zoomセッションへのリンクをお送りします。

https://forms.gle/z57r5HnfVkFVS37H9
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発表題目：

「井上正鐡の三宅島における活動とその影響」


